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価
連
動
国
債
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融
政
策

須

藤

時

仁

一
、
は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
度
の
国
債
発
行
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。
総

発
行
予
定
額
は
一
二
六
兆
二
九
〇
〇
億
円
と
、
前
年
度
当

初
比
︵
以
下
同
じ
︶
で
一
七
兆
五
四
八
〇
億
円
減
額
︵
増

減
率
一
二
・
二
％
減
︶
さ
れ
て
い
る
。
発
行
根
拠
法
別
内

訳
は
、
新
規
財
源
債
二
五
兆
三
四
八
〇
億
円
、
借
換
債
九

二
兆
五
四
二
〇
億
円
、
財
投
債
八
兆
四
〇
〇
〇
億
円
と

な
っ
て
お
り
、
前
年
度
比
で
各
々
八
四
〇
億
円
︵
同
〇
・

三
％
減
︶、
七
兆
二
六
四
〇
億
円
︵
同
七
・
三
％
減
︶、
一

〇
兆
二
〇
〇
〇
億
円
︵
同
五
四
・
八
％
減
︶
減
少
し
て
い

る
。
こ
こ
で
、
財
投
債
の
発
行
予
定
額
が
顕
著
に
減
少
し

て
い
る
の
は
、
財
政
投
融
資
改
革
に
伴
う
経
過
措
置
分
の

発
行
が
〇
八
年
度
か
ら
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

カ
レ
ン
ダ
ー
ベ
ー
ス
の
市
中
発
行
額
は
、
流
動
性
供
給

入
札
を
除
い
て
前
年
度
比
で
五
・
一
兆
円
減
額
さ
れ
て
い

る⑴

。
こ
の
内
訳
を
年
限
別
に
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
短
期
国
債
︵
六
カ
月
・
１
年
Ｔ
Ｂ
︶
、
中
期
固
定

利
付
国
債
︵
二
・
五
年
︶
、
一
五
年
変
動
利
付
国
債
は

各
々
二
・
七
兆
円
︵
二
二
・
八
兆
円
↓
二
〇
・
一
兆
円
︶、

一
・
二
兆
円
︵
四
四
・
四
兆
円
↓
四
三
・
二
兆
円
︶、
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一
・
六
兆
円
︵
四
・
〇
兆
円
↓
二
・
四
兆
円
︶
減
額
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
長
期
固
定
利
付
国
債
︵
一
〇
年
︶

︵
二
二
・
八
兆
円
︶
と
一
〇
年
物
価
連
動
国
債
︵
三
・
〇

兆
円
︶
は
前
年
度
比
不
変
、
超
長
期
固
定
利
付
国
債
︵
二

〇
・
三
〇
・
四
〇
年
︶
は
〇
・
四
兆
円
︵
一
二
・
〇
兆
円

↓
一
二
・
四
兆
円
︶
増
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
政

府
︵
財
務
省
︶
は
長
期
債
の
発
行
に
重
点
を
お
く
こ
と
に

よ
っ
て
償
還
年
限
を
長
期
化
す
る
発
行
政
策
を
採
っ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
物
価
連
動
国
債
で
あ

る
。
一
五
年
変
動
利
付
国
債
は
上
述
し
た
よ
う
に
発
行
予

定
額
が
減
額
さ
れ
て
い
る
上
に
、
〇
八
年
度
は
買
入
消
却

の
予
定
額
も
〇
七
年
度
の
〇
・
四
八
兆
円
か
ら
約
一
・
二

兆
円
に
増
額
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
全
体
の
発
行
予
定
額

が
減
額
さ
れ
る
中
で
物
価
連
動
国
債
の
そ
れ
は
維
持
さ
れ

て
い
る
ほ
か
︵
市
中
発
行
額
全
体
に
占
め
る
割
合
は
〇
七

年
度
当
初
の
二
・
七
％
か
ら
二
・
九
％
に
わ
ず
か
な
が
ら

上
昇
し
て
い
る
︶、
そ
も
そ
も
が
、
そ
の
発
行
頻
度
も
〇

四
年
度
二
回
か
ら
〇
五
年
度
四
回
、
〇
六
年
度
五
回
、
〇

七
年
度
以
降
六
回
︵
内
二
回
は
リ
オ
ー
プ
ン
︶
と
上
昇
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
従
来
か
ら
の
発
行
経
緯
お
よ
び
上
述

し
た
来
年
度
発
行
計
画
か
ら
、
物
価
連
動
国
債
は
重
要
な

資
金
調
達
手
段
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ

る
。
実
際
、
物
価
連
動
国
債
の
発
行
年
限
は
一
〇
年
の
み

だ
が
、
財
務
省
は
二
〇
年
物
の
発
行
も
検
討
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
︵
〇
七
年
一
一
月
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
︶。

物
価
連
動
国
債
が
重
視
さ
れ
る
理
由
と
し
て
、
後
述
す

る
よ
う
に
そ
の
商
品
性
が
高
齢
化
社
会
に
適
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
利
回
り
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
が
金
融
政
策
決
定
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
期
待
イ

ン
フ
レ
率
に
関
す
る
情
報
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
も
見

逃
せ
な
い
。
本
稿
で
は
物
価
連
動
国
債
に
つ
い
て
概
説
す

る
と
と
も
に
、
金
融
政
策
と
の
関
連
も
検
討
す
る
。
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二
、
物
価
連
動
国
債
の
特
徴
と
日
米
英

の
市
場
比
較

⑴

物
価
連
動
国
債
と
は

物
価
連
動
国
債
と
は
、
利
付
国
債
だ
が
、
そ
の
利
子
お

よ
び
元
本
が
物
価
指
数
︵
多
く
の
国
で
は
消
費
者
物
価
指

数
︶
に
連
動
す
る
国
債
を
い
う
。
具
体
的
に
は
、
物
価
連

動
国
債
の
発
行
後
に
物
価
が
変
動
し
た
場
合
、
元
本
の
額

面
額
に
物
価
変
動
率
を
乗
じ
て
﹁
想
定
元
金
﹂
を
計
算

し
、
そ
の
想
定
元
金
に
表
面
利
率
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ
り

利
払
い
額
が
決
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
償
還
額
は
償
還
時
点

の
想
定
元
金
額
と
な
る
︵
図
表
１
︶。
な
お
、
仮
に
満
期

時
点
で
の
物
価
水
準
が
発
行
時
点
の
そ
れ
よ
り
も
下
落
し

て
い
た
場
合
に
償
還
額
と
し
て
額
面
額
が
保
証
さ
れ
て
い

る
か
否
か
は
各
国
の
制
度
に
よ
り
異
な
る
。
ア
メ
リ
カ
・

フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
を
始
め
と
す
る
多
く
の
国
で
は
額
面
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額
が
保
証
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ナ
ダ
・
日
本

で
は
そ
の
保
証
が
な
い
。

こ
こ
で
、
物
価
連
動
国
債
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
行
体
で
あ

る
政
府
、
投
資
家
、
中
央
銀
行
に
分
け
て
整
理
し
て
お
こ

う
。
ま
ず
政
府
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
三
つ
挙
げ
ら
れ

る
。
第
一
に
、
国
債
の
商
品
性
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

投
資
家
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
、
市
中
消
化
と
い
う
点
か
ら
、
イ
ン
フ

レ
・
リ
ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
し
て
い
る
分
だ
け
満
期
の
長
い
国

債
が
発
行
し
や
す
く
な
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る⑵

。

第
二
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
物
価
連
動
国
債
の
利
回
り
に

は
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
が
反
映
さ
れ
な
い

た
め
、
固
定
利
付
債
よ
り
発
行
コ
ス
ト
が
割
安
と
な
る
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
物
価
連
動
国
債
は
固
定
利
付

国
債
よ
り
流
動
性
の
点
で
劣
る
こ
と
か
ら
、
流
動
性
プ
レ

ミ
ア
ム
を
考
慮
す
る
と
物
価
連
動
国
債
の
ほ
う
が
発
行
コ

ス
ト
が
低
い
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
三

の
、
お
そ
ら
く
最
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
、
物
価
連
動
国

債
の
発
行
が
政
府
に
対
し
て
イ
ン
フ
レ
抑
制
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
と
し
て
働
き
、
財
政
規
律
に
対
す
る
市
場
の
信
頼

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、

通
常
の
固
定
利
付
国
債
の
場
合
、
政
府
が
支
払
う
利
子
と

元
本
は
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
フ
レ
は
政
府
に

と
っ
て
債
務
の
実
質
的
な
減
少
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
政
府
と
し
て
は
イ
ン
フ
レ
を
許
容
す
る
バ
イ
ア
ス
が

働
く
。
し
か
し
、
物
価
連
動
国
債
の
場
合
、
イ
ン
フ
レ
は

逆
に
支
払
利
子
と
元
本
の
増
加
に
結
び
つ
く
か
ら
で
あ

る
。次

に
投
資
家
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
言
う
ま
で
も
な

く
将
来
の
物
価
上
昇
に
伴
う
債
権
価
値
の
下
落
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
、
イ
ン
フ
レ
・
リ

ス
ク
を
ヘ
ッ
ジ
す
る
資
産
と
し
て
は
株
式
や
土
地
が
挙
げ

ら
れ
て
き
た
が
、
実
証
分
析
に
よ
れ
ば
そ
れ
ら
の
収
益
率

は
必
ず
し
も
イ
ン
フ
レ
率
と
高
い
相
関
関
係
に
は
な
い
こ
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と
が
示
さ
れ
て
い
る
︵
西
岡
・
馬
場
[二
〇
〇
四
]、
安

達
・
永
田
[二
〇
〇
七
]︶。

中
央
銀
行
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
次
の
二
つ
が
考
え

ら
れ
る
。
第
一
に
、
残
存
期
間
が
類
似
し
た
固
定
利
付
国

債
と
物
価
連
動
国
債
の
利
回
り
の
差
が
市
場
の
期
待
イ
ン

フ
レ
率
の
方
向
性
を
与
え
る
た
め
、
金
融
政
策
に
有
用
な

指
標
が
得
ら
れ
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
は

冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
本
稿
の
主
た
る
論
点
で
も
あ

る
の
で
、
後
に
詳
述
す
る
。
な
お
、
必
ず
し
も
因
果
関
係

が
明
ら
か
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
し
て
い
る
国
で
は
物
価
連
動
国

債
が
発
行
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
第
二

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
物
価
連
動
国

債
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
政
府
の
イ
ン
フ
レ
・
バ
イ

ア
ス
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
物
価
連
動
国
債
発
行
の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
て

き
た
が
、
最
後
に
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
言
及
し
て
お
こ

う
。
物
価
連
動
国
債
発
行
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
第

一
に
、
長
期
投
資
に
向
い
て
い
る
商
品
性
か
ら
、
保
険
会

社
や
年
金
基
金
等
の
機
関
投
資
家
に
よ
っ
て
長
期
保
有
さ

れ
た
場
合
に
市
場
流
動
性
が
低
く
な
り
、
そ
の
分
だ
け
利

回
り
が
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
消
費
税
な

ど
間
接
税
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
税
収
増
加
を
図
っ
た
場

合
、
そ
れ
が
物
価
上
昇
に
跳
ね
返
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
物

価
連
動
国
債
の
利
子
お
よ
び
元
本
の
支
払
額
も
増
加
し
、

税
収
増
の
効
果
が
減
殺
さ
れ
る
。

⑵

国
際
比
較

物
価
連
動
債
は
世
界
三
〇
カ
国
以
上
で
発
行
さ
れ
て
い

る
。
Ｇ
７
諸
国
の
中
で
は
、
一
九
八
一
年
三
月
に
イ
ギ
リ

ス
が
い
ち
早
く
物
価
連
動
国
債
を
導
入
し
て
成
功
し
た
の

に
続
き
、
九
一
年
一
二
月
に
は
カ
ナ
ダ
、
九
七
年
一
月
に

は
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
九
八
年
九
月
か
ら
は
フ
ラ
ン
ス
で

そ
の
市
場
が
創
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に

証券レビュー 第48巻第２号

─ 74 ─



入
っ
て
か
ら
は
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、
ド
イ
ツ
が
各
々
二
〇

〇
三
年
九
月
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
二
〇
〇
六
年
三
月
に

物
価
連
動
国
債
を
発
行
し
て
い
る
。
発
行
開
始
の
年
が

区
々
で
あ
る
が
、
英
公
的
債
務
管
理
庁
︵
Ｄ
Ｍ
Ｏ
︶
の
発

表
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
七
カ
国
の
物
価
連
動
国
債
残
高
合

計
は
〇
四
年
末
六
四
一
〇
億
ド
ル
︵
三
九
銘
柄
︶、
〇
五

年
末
七
八
二
〇
億
ド
ル
︵
四
九
銘
柄
︶、
〇
六
年
末
九
七

六
〇
億
ド
ル
︵
六
〇
銘
柄
︶、
〇
七
年
九
月
末
一
兆
一
三

〇
〇
億
ド
ル
︵
七
一
銘
柄
︶
と
、
急
速
に
拡
大
し
て
い

る
。物

価
連
動
国
債
の
発
行
制
度
を
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
日
本
の
五
カ
国
で
比
較
す
る

と
図
表
２
の
よ
う
に
な
る⑶

。
前
述
し
た
デ
フ
レ
時
の
額
面

保
証
の
有
無
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ

と
日
本
・
イ
ギ
リ
ス
と
で
分
か
れ
る
が
、
他
の
点
で
は
概

ね
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
基
準
と
す
る

物
価
指
数
は
イ
ギ
リ
ス
が
小
売
物
価
指
数
で
あ
る
も
の

の
、
他
の
国
は
い
ず
れ
も
消
費
者
物
価
指
数
で
あ
る
。
た

だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
は
ユ
ー
ロ
圏
の
消
費
者
物
価

指
数
を
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
し
た
物
価
連
動
国
債
を
発
行
し

て
い
る
。

発
行
方
式
は
ド
イ
ツ
を
除
き
い
ず
れ
も
入
札
方
式
を
用

い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
〇
六
年
三
月
の
一
〇
年
債
初
回

発
行
と
同
年
九
月
の
一
回
目
リ
オ
ー
プ
ン
で
は
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
団
引
受
方
式
を
用
い
た
が
、
〇
七
年
四
月
に
行
わ

れ
た
当
該
国
債
の
二
回
目
の
リ
オ
ー
プ
ン
お
よ
び
同
年
一

〇
月
の
五
年
︵
六
カ
月
︶
債
の
発
行
で
は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ナ
ル
方
式
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
今
後
は
他

国
と
同
様
入
札
方
式
が
基
本
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
発
行
年
限
を
比
較
す
る
と
各
国
で
バ
ラ
ツ
キ

が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
発
行
の
歴
史
が
長
い
こ
と
、
発
行

年
限
の
区
別
が
比
較
的
緩
い
こ
と
な
ど
か
ら
多
様
な
年
限

の
物
価
連
動
国
債
を
発
行
し
て
い
る
。
次
い
で
、
ア
メ
リ

カ
と
フ
ラ
ン
ス
も
主
要
な
年
限
︵
キ
ー
マ
チ
ュ
リ
テ
ィ
︶
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は
発
行
し
て
い
る
。︵
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
〇
八
年

一
月
時
点
で
三
〇
年
債
の
発
行
が
停
止
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。︶
ド
イ
ツ
は
そ
の
発
行
の
歴
史
が
も
っ
と
も
短
い
も

の
の
、
既
に
一
〇
年
債
と
五
年
債
と
い
う
主
要
な
年
限
を

整
備
し
て
き
て
い
る
。
最
後
に
日
本
だ
が
、
未
だ
に
一
〇

年
債
し
か
発
行
し
て
い
な
い
。
物
価
連
動
国
債
は
長
期
性

の
商
品
で
あ
る
た
め
短
期
の
年
限
を
増
や
す
必
要
は
な
い

が
、
他
の
主
要
国
と
同
様
に
五
・
二
〇
・
三
〇
年
物
な
ど

の
発
行
年
限
を
整
備
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か⑷

。こ
こ
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
発

行
残
高
で
比
較
す
る
と
ア
メ
リ
カ
の
規
模
が
他
の
四
カ
国

を
圧
倒
し
て
い
る
。
こ
れ
は
︵
市
場
性
︶
国
債
市
場
の
規

模
が
、
日
本
よ
り
小
さ
い
も
の
の
、
他
国
よ
り
大
き
い
こ

と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
国
債
発
行
残
高
に
占

め
る
割
合
で
比
較
す
る
と
、
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
は
発
行
の

歴
史
が
長
い
だ
け
に
そ
の
割
合
が
他
国
よ
り
高
く
二
五
％

以
上
を
占
め
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
は
発
行

開
始
年
も
近
く
さ
ら
に
全
体
に
占
め
る
割
合
も
一
〇
％
超

の
同
程
度
で
あ
る
。
一
方
日
本
と
ド
イ
ツ
は
こ
の
比
率
が

一
％
程
度
と
き
わ
め
て
低
い
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
は
物
価

連
動
国
債
の
発
行
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
で
発
行
さ
れ
始
め
た

当
時
と
比
べ
て
特
別
そ
の
比
率
が
低
い
わ
け
で
は
な
く
、

今
後
高
ま
っ
て
い
こ
う
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
日
本
は
発
行

さ
れ
て
か
ら
既
に
三
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
一
％
程
度
と
い
う
の
は
、
消
極
的
に
過
ぎ
よ
う⑸

。

⑶

保
有
構
造

こ
こ
で
物
価
連
動
国
債
の
保
有
構
造
を
考
察
し
て
み
よ

う
。
物
価
連
動
国
債
の
保
有
構
造
を
表
わ
し
た
公
式
統
計

は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
安
達
・
永
田
[二
〇
〇
七
]は
イ
ギ

リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
日
本
に
つ
い
て
保
有
構
造
を
考
察
し

て
い
る
。
以
下
で
は
そ
の
結
果
を
紹
介
す
る
。
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イ
ギ
リ
ス
で
は
年
金
基
金
と
保
険
会
社
の
両
者
だ
け
で

物
価
連
動
国
債
発
行
残
高
の
約
八

割
を
保
有
し
て
い
る

︵
図
表
３
︶
。
イ
ギ
リ
ス
の
年
金
制
度
は
職
域
年
金
が
手
厚

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
影
響
か
ら
か
、
イ
ン
フ

レ
・
ヘ
ッ
ジ
を
強
く
意
識
し
た
運
用
が
み
ら
れ
る
。
実

際
、
職
域
年
金
が
保
有
す
る
国
債
の
約
五

割
が
物
価
連

動
国
債
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
強
い
選
好
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
家
計
の
金
融
資
産
に
お

い
て
保
険
・
年
金
準
備
金
の
比
重
が
五
〇
％
超
と
高
い
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
保
険
が
運
用
資
産
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
保
障
性
商
品
が
中
心
で
あ
る

わ
が
国
と
は
異
な
り
、
貯
蓄
性
の
も
の
が
人
気
な
点
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め
、
保
険
会
社
に
お
い
て
も
物
価

連
動
国
債
の
保
有
に
は
意
欲
的
で
あ
り
、
年
金
基
金
と
並

ん
で
主
要
な
需
要
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
投
資
信
託
が
物
価
連
動
国
債
に
対
す
る

需
要
を
徐
々
に
伸
ば
し
て
い
る
。
図
表
４
に
よ
っ
て
一
〇
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年
物
の
物
価
連
動
国
債
と
固
定
利
付
債
の
落
札
シ
ェ
ア
を

比
較
す
る
と
、
後
者
の
場
合
に
比
べ
て
前
者
で
は
投
資

フ
ァ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
が
か
な
り
高
い
。
こ
れ
は
、
確
定
拠

出
型
年
金
が
中
心
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
イ
ン
フ
レ
・

ヘ
ッ
ジ
を
意
識
し
た
運
用
を
行
っ
て
い
る
投
資
信
託
が
保

険
会
社
や
年
金
基
金
よ
り
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
安
達
・

永
田
[
二
〇
〇
七
]は
、
物
価
連
動
国
債
市
場
で
の
投
資
信

託
の
保
有
シ
ェ
ア
は
一
〇
％
超
に
及
ぶ
と
推
定
し
て
い

る
。最

後
に
、
日
本
の
物
価
連
動
国
債
市
場
は
先
進
国
の
中

で
は
後
発
で
あ
り
、
先
行
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い

た
海
外
機
関
投
資
家
が
市
場
取
引
の
主
役
と
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
図
表
４
で
一
〇
年
物
の
物

価
連
動
国
債
と
固
定
利
付
債
の
落
札
シ
ェ
ア
を
比
較
す
る

と
、
物
価
連
動
国
債
の
場
合
に
は
外
国
証
券
会
社
の
落
札

シ
ェ
ア
が
圧
倒
的
に
高
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
海
外
機

関
投
資
家
の
保
有
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、
北
村
[二
〇
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〇
六
]
に
よ
る
と
、﹁
少
な
く
と
も
七
︱
八

割
は
外
国
機

関
投
資
家
か
ら
の
需
要
と
供
給
で
動
い
て
い
る
と
い
わ
れ

る
﹂︵
二
頁
︶
ほ
ど
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
国
内
の
代

表
的
な
機
関
投
資
家
で
あ
る
保
険
会
社
・
年
金
基
金
や
預

金
取
扱
金
融
機
関
な
ど
は
未
だ
積
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
る⑹

。
確
か
に
、
物
価
連
動
国

債
の
導
入
当
初
は
会
計
上
の
問
題
や
シ
ス
テ
ム
対
応
の
問

題
か
ら
国
内
機
関
投
資
家
が
そ
の
購
入
を
忌
避
し
た
可
能

性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
財
務
省
の
様
々
な
市
場
改
革
や

施
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ
に
国
内
機
関
投
資
家
の
消
極

姿
勢
が
解
消
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、
そ
も
そ
も
日
本

の
デ
フ
レ
環
境
下
に
お
い
て
イ
ン
フ
レ
・
ヘ
ッ
ジ
の
必
要

性
が
小
さ
い
と
い
う
要
因
も
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。以

上
、
英
米
日
に
お
け
る
物
価
連
動
国
債
の
保
有
構
造

を
見
て
き
た
が
、
物
価
連
動
国
債
の
購
入
に
積
極
的
で

あ
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
年
金
基
金
・
保
険
で
あ

り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
投
資
信
託
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
英
米
両
国
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

確
定
給
付
と
確
定
拠
出
と
形
式
が
異
な
る
た
め
需
要
主
体

は
異
な
る
も
の
の
、
高
齢
化
に
伴
う
年
金
資
金
の
準
備
が

物
価
連
動
国
債
の
需
要
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
日
本
の
機
関
投
資
家
に
よ

る
物
価
連
動
国
債
へ
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
は
大
き
い
と
推

測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
中
長
期
的
に
日
本
経
済
が
デ
フ
レ

経
済
か
ら
脱
却
す
れ
ば
、
そ
の
潜
在
需
要
が
顕
現
し
て
こ

よ
う
。

三
、
物
価
連
動
国
債
と
金
融
政
策

先
行
研
究
の
多
く
は
、
物
価
連
動
国
債
と
固
定
利
付
国

債
の
利
回
り
か
ら
得
ら
れ
る
指
標
︵
ブ
レ
ー
ク
・
イ
ー
ブ

ン
・
イ
ン
フ
レ
率
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
︶
が
期
待
イ
ン
フ
レ
率
と
し

て
ど
れ
だ
け
有
用
か
と
い
う
点
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
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し
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が
金
融
政
策
、
よ
り
具
体
的
に
は
操
作
目
標

と
し
て
の
短
期
金
利
の
誘
導
を
ど
の
程
度
説
明
し
て
い
る

か
︵
逆
に
言
え
ば
中
央
銀
行
は
短
期
金
利
を
誘
導
す
る
場

合
に
Ｂ
Ｅ
Ｉ
を
ど
の
程
度
活
用
し
て
い
る
か
︶
に
つ
い
て

研
究
し
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
ま
ず
Ｂ

Ｅ
Ｉ
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
に
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
金
融
政
策

と
の
関
係
を
日
本
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
検
証
す
る
。

⑴

ブ
レ
ー
ク
・
イ
ー
ブ
ン
・
イ
ン
フ
レ
率
の
定
義
と
特

徴Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
は
満
期
ま
で
の
残
存
期
間
が
近
い
固
定
利
付

国
債
と
物
価
連
動
国
債
の
利
回
り
の
差
を
い
う
。
前
者
の

利
回
り
は
名
目
最
終
利
回
り
︵
名
目
金
利
︶、
後
者
の
利

回
り
は
実
質
最
終
利
回
り
︵
実
質
金
利
︶
を
表
わ
す
こ
と

か
ら
、
両
国
債
に
係
る
リ
ス
ク
が
な
い
と
す
れ
ば
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
方
程
式
に
よ
り
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
両
国
債
の
残
存

期
間
に
お
け
る
市
場
の
平
均
期
待
イ
ン
フ
レ
率
︵
近
似

値
︶
を
表
わ
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
各
国
債
の
取
引
に
係
る
固
有
の
リ

ス
ク
が
そ
れ
ら
の
利
回
り
に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
Ｂ
Ｅ

Ｉ
は
必
ず
し
も
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
み
を
表
わ
す
わ
け
で

は
な
い
。
こ
こ
で
考
慮
す
べ
き
重
要
な
リ
ス
ク
は
イ
ン
フ

レ
・
リ
ス
ク
と
流
動
性
リ
ス
ク
で
あ
る
。

市
場
参
加
者
が
リ
ス
ク
回
避
的
な
場
合
に
は
名
目
金
利

に
将
来
の
イ
ン
フ
レ
変
動
リ
ス
ク
に
対
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

︵
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
︶
が
含
ま
れ
る
が
、

実
質
金
利
に
は
そ
れ
は
含
ま
れ
な
い
。
一
方
、
流
動
性
の

点
で
は
、
総
じ
て
物
価
連
動
国
債
の
ほ
う
が
固
定
利
付
国

債
よ
り
発
行
残
高
が
少
な
く
、
か
つ
物
価
連
動
国
債
の
保

有
者
は
買
い
持
ち
型
の
投
資
家
が
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

物
価
連
動
国
債
の
利
回
り
に
は
固
定
利
付
国
債
の
利
回
り

よ
り
大
き
な
流
動
性
︵
リ
ス
ク
︶
プ
レ
ミ
ア
ム
が
含
ま
れ

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア

ム
を
考
慮
す
る
と
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
次
の
よ
う
に
表
現
で
き
よ
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う
。Ｂ

Ｅ
Ｉ
＝
名
目
金
利

−

実
質
金
利

＝
期
待
イ
ン
フ
レ
率
＋
イ
ン
フ
レ
・
リ
ス
ク
・

プ
レ
ミ
ア
ム

−

流
動
性
︵
リ
ス
ク
︶
プ
レ
ミ

ア
ム

し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
か
ら
期
待
イ
ン
フ
レ
率
を
考
え

る
と
き
は
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
の
存
在
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
指
標
と
し
て
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
ど

の
程
度
有
用
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス

で
は
中
央
銀
行
関
係
者
に
よ
る
実
証
研
究
が
豊
富
に
蓄
積

さ
れ
て
お
り
、
概
ね
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
期
待
イ
ン
フ
レ
の
指
標
と

し
て
有
用
な
情
報
を
包
含
し
て
い
る
と
い
っ
た
結
論
が
導

か
れ
て
い
る⑺

。
一
方
、
日
本
に
関
す
る
同
様
の
先
行
研
究

は
必
ず
し
も
多
く
な
く
、
筆
者
の
知
る
限
り
北
村
[二
〇

〇
六
]
が
最
も
包
括
的
に
分
析
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
〇
四
年
か
ら
〇
五
年
初
頭
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
四

回
の
物
価
連
動
国
債
は
、
デ
フ
レ
環
境
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
発
行
市
場
・
流
通
市
場
と
も
に
適
切
な
価

格
付
け
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
ら
に

基
づ
い
て
計
算
し
た
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
期
待
イ
ン
フ
レ
に
つ
い
て

有
用
な
情
報
を
ほ
と
ん
ど
含
ん
で
い
な
か
っ
た
。
し
か
し

〇
五
年
六
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
物
価
連
動
国
債
の
デ
ー

タ
に
関
し
て
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
が
顕
在
化
し
て
き

た
な
ど
の
環
境
変
化
も
あ
り
、
計
算
さ
れ
た
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
期

待
イ
ン
フ
レ
率
の
指
標
と
し
て
有
用
な
情
報
を
含
ん
で
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑵

Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
金
融
政
策
の
指
標
と
な
り
え
る
の
か

日
本
に
限
ら
ず
、
主
要
先
進
国
・
地
域
に
お
け
る
金
融

政
策
の
第
一
義
的
な
目
的
は
物
価
の
安
定
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
指
標
と
し
て
の
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が

有
す
る
情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
一

方
、
金
融
政
策
の
操
作
目
標
と
し
て
、
多
く
の
中
央
銀
行
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は
名
目
短
期
金
利
を
採
用
し
て
い
る
︵
以
下
で
は
特
に
混

乱
の
な
い
限
り
﹁
名
目
﹂
と
い
う
文
言
は
略
す
︶。
具
体

的
に
は
、
日
本
で
は
翌
日
物
の
無
担
保
コ
ー
ル
・
レ
ー

ト
、
ア
メ
リ
カ
で
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
・
レ
ー
ト

︵
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
︶
で
あ
る
。

で
は
、
具
体
的
に
中
央
銀
行
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
で

操
作
目
標
で
あ
る
短
期
金
利
を
誘
導
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
問
い
に
関
し
て
確
定
的
な
答
え
は
な
い
。
現

実
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
考
慮
し
て
中
央
銀
行
は
短
期

金
利
を
誘
導
し
、
金
融
政
策
を
実
施
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
テ
イ
ラ
ー
・

ル
ー
ル
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
短
期
金
利
を
現

在
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
︵
実
際
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
潜
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ

と
の
か
い
離
︶
と
イ
ン
フ
レ
目
標
値
か
ら
の
か
い
離
に
応

じ
て
決
め
る
と
い
う
ル
ー
ル
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
稿
で

は
こ
の
テ
イ
ラ
ー
・
ル
ー
ル
が
日
本
に
適
合
す
る
か
否
か

を
検
証
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
の
問
題
意
識
は
Ｂ
Ｅ

Ｉ
と
金
融
政
策
と
の
関
係
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
が

期
待
イ
ン
フ
レ
に
つ
い
て
重
要
な
情
報
を
包
含
し
て
い
る

と
中
央
銀
行
が
考
え
、
そ
れ
を
金
融
政
策
の
決
定
に
活
か

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
短
期
金
利
と
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
は
有
意

な
関
係
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を

持
っ
た
先
行
研
究
は
少
な
く
、
筆
者
の
知
る
限
り

Sack

[2003]
だ
け
で
あ
る
。
Sack
は
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
、
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
の
前
月
差
と
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
の
間
の

関
係
を
検
証
︵
九
九
年
四
月
～
〇
二
年
九
月
︶
し
た
結

果
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
の
動
き
を
か
な
り
よ
く
説
明

す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

こ
れ
と
同
じ
問
題
意
識
の
下
で
、
日
本
の
翌
日
物
無
担

保
コ
ー
ル
・
レ
ー
ト
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
、
名
目
長
期
金
利
︵
一
〇

年
物
︶
と
の
関
係
を
見
た
も
の
が
図
表
５
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
長
期
金
利
と
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
の
関
係
も
示
し
た
の
は
、
実

質
長
期
金
利
の
変
動
は
小
さ
い
た
め
名
目
長
期
金
利
と
Ｂ

Ｅ
Ｉ
と
は
強
い
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
指
摘
を
検
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証
す
る
た
め
で
あ
る
︵
北
村
[二
〇
〇
六
]︶
。
し
か
し
、

図
表
５
を
見
る
と
長
期
金
利
と
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
の
連
動
は
弱

く
、
そ
の
相
関
係
数
は
︵
〇
四
年
三
月
一
〇
日
～
〇
七
年

一
〇
月
三
一
日
︶
〇
・
〇
五
二
し
か
な
い
。

一
方
、
本
節
の
主
論
で
あ
る
短
期
金
利
と
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
の

関
係
を
図
表
５
で
見
る
と
、
両
者
は
傾
向
と
し
て
ほ
と
ん

ど
連
動
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
図
表
５

で
示
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
〇
六
年
七
月
一
四
日
ま
で
は
い

わ
ゆ
る
ゼ
ロ
金
利
政
策
が
採
ら
れ
て
お
り
、
短
期
金
利
は

非
負
制
約
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
制
約
を
考
慮
し
た
う
え
で
短
期
金
利
差
と
Ｂ

Ｅ
Ｉ
と
の
相
関
を
計
算
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
〇
・
九
四
七
と

な
っ
た
。
こ
の
数
値
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
︵
期
待
イ
ン
フ
レ
率
︶

が
上
昇
す
る
と
日
本
銀
行
は
短
期
金
利
を
引
き
下
げ
る
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
金
融
政
策
の
指
標
と
し
て

有
用
で
あ
る
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
詳
細
は

略
す
が
、
こ
の
分
析
か
ら
は
日
銀
の
イ
ン
フ
レ
目
標
が
ゼ
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ロ
金
利
時
︵
〇
六
年
七
月
一
四
日
以
前
︶
〇
・
四
％
、
ゼ

ロ
金
利
政
策
解
除
後
一
・
二
％
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
現
在
に
至
る
ま
で
政
府
ま
た
は

日
銀
か
ら
デ
フ
レ
完
全
脱
却
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
な
い
以

上
、
日
銀
の
イ
ン
フ
レ
目
標
は
一
貫
し
て
ゼ
ロ
％
と
考
え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
制
約
を
付
し
て
相
関
係
数
を
再

計
算
す
る
と
プ
ラ
ス
〇
・
八
八
八
と
良
好
な
結
果
を
示
し

た
。Ｂ

Ｅ
Ｉ
が
金
融
政
策
の
指
標
と
し
て
ど
の
程
度
有
用
か

は
、
今
後
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
待
っ
て
さ
ら
に
検
証
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
短
期
金
利
の
非
負
制
約
、
日

銀
の
イ
ン
フ
レ
目
標
ゼ
ロ
％
と
い
う
先
見
的
な
情
報
を
考

慮
し
て
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｅ
Ｉ
と
短
期
金
利
と
の
関
係
を
検

証
す
る
限
り
、
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
金
融
政
策
の
指
標
と
し
て
無
視

で
き
な
い
有
用
性
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

四
、
ま
と
め

本
稿
で
は
世
界
的
に
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
物
価
連
動

国
債
に
つ
い
て
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
て
き
た
。
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
需
要
構
造
か
ら
推
測
す
る
と
、
物
価
連

動
国
債
は
高
齢
化
社
会
に
適
し
た
金
融
商
品
で
あ
り
、
今

後
日
本
で
も
年
金
基
金
・
保
険
会
社
に
よ
る
需
要
の
増
加

が
期
待
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
物
価
連
動
国
債
の
需
要
が

増
大
し
て
流
動
性
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
名
目
金

利
と
実
質
金
利
と
の
差
か
ら
計
算
さ
れ
る
Ｂ
Ｅ
Ｉ
は
金
融

政
策
の
指
標
と
し
て
も
そ
の
有
用
性
が
高
ま
る
で
あ
ろ

う
。

(
注
)

⑴

流
動
性
供
給
入
札
は
〇
七
年
度
の
〇
・
六
兆
円
か
ら
一
・
二
兆
円

へ
増
額
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
中
発
行
額
全
体
の
前
年
度
比
は
四
・
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五
兆
円
の
減
額
で
あ
る
。

⑵

日
本
で
は
譲
渡
制
限
が
あ
り
、
個
人
は
物
価
連
動
国
債
を
保
有
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
よ
う
な
譲

渡
制
限
は
な
い
よ
う
だ
が
、
流
動
性
等
の
点
を
配
慮
し
て
か
、
両
国

と
も
非
市
場
性
の
個
人
向
け
貯
蓄
国
債
の
一
種
と
し
て
物
価
連
動
型

商
品
を
発
行
し
て
い
る
。
日
本
で
も
そ
の
種
の
国
債
を
導
入
す
る
こ

と
を
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑶

各
国
の
詳
し
い
発
行
制
度
は
財
政
当
局
ま
た
は
金
融
当
局
が
発
行

し
て
い
る
説
明
文
書
ま
た
は
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
・

ア
メ
リ
カ
・
日
本
の
制
度
を
詳
説
し
て
い
る
邦
語
文
献
と
し
て
北
村

[
一
九
九
五
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
六
]が
あ
る
。

⑷

前
述
し
た
よ
う
に
財
務
省
は
二
〇
年
物
の
発
行
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

⑸

日
本
で
も
発
行
額
︵
カ
レ
ン
ダ
ー
ベ
ー
ス
の
市
中
発
行
額
︶
は
次

の
よ
う
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
〇
三
年
度
一
〇
〇
〇
億
円
︵
市
中
発

行
額
に
占
め
る
シ
ェ
ア
〇
・
一
％
︶、
〇
四
年
度
八
〇
〇
〇
億
円

︵
〇
・
七
％
︶
、
〇
五
年
度
二
兆
円
︵
一
・
七
％
︶、
〇
六
年
度
二
・
五

兆
円
︵
二
・
二
％
︶、
〇
七
年
度
当
初
三
兆
円
︵
二
・
七
％
︶、
〇
八

年
度
当
初
三
兆
円
︵
二
・
九
％
︶。
さ
ら
に
、
発
行
頻
度
も
〇
四
年
度

二
回
か
ら
〇
五
年
度
四
回
、
〇
六
年
度
五
回
、
〇
七
年
度
以
降
六
回

︵
内
二
回
は
リ
オ
ー
プ
ン
︶
と
上
昇
さ
せ
て
い
る
。

⑹

こ
う
し
た
実
情
を
踏
ま
え
、
財
務
省
も
物
価
連
動
国
債
の
国
内
取

引
を
活
発
化
さ
せ
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
様
々
な
施
策
を
と
っ
て
い

る
。
ま
ず
、
物
価
連
動
債
の
会
計
処
理
に
償
却
原
価
法
を
適
用
可
能

に
し
た
︵
〇
六
年
四
月
以
降
︶
。
ま
た
、
同
国
債
の
流
動
性
向
上
策
と

し
て
、
買
入
消
却
の
対
象
化
︵
〇
六
年
一
二
月
以
降
︶、
原
則
リ
オ
ー

プ
ン
方
式
の
導
入
︵
〇
七
年
二
月
以
降
︶、
レ
ポ
取
引
市
場
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
主
た
る
購
入
者
と
し
て
期
待
で
き
る
公
的

年
金
・
企
業
年
金
に
対
し
て
投
資
家
説
明
会
︵
Ｉ
Ｒ
︶
を
実
施
し
て

い
る
。

⑺

邦
語
文
献
と
し
て
は
西
岡
・
馬
場
[二
〇
〇
四
]、
竹
田
・
小
巻
・

矢
嶋
[二
〇
〇
五
]︵
第
七
章
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
。

︵
参
考
文
献
︶

安
達
茂
弘
・
永
田
久
美
子

[二
〇
〇
七
]﹁
英
米
の
機
関
投
資
家
に
み
る

物
価
連
動
国
債
と
ア
セ
ッ
ト
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂、
P
R
I
D
iscussion

P
aper
Series
N
o.07A
-09
、
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
。

北
村
行
伸

[一
九
九
五
]
﹁
物
価
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
債
と
金
融
政
策
︱
実
質

金
利
と
期
待
イ
ン
フ
レ
率
を
国
債
流
通
市
場
情
報
か
ら
導
く
手
法
と

そ
の
応
用
︱
﹂、
﹃
金
融
研
究
﹄
第
一
四
巻
第
三
号
、
日
本
銀
行
金
融

研
究
所
、
一
二
一
︱
一
四
四
頁
。

北
村
行
伸

[二
〇
〇
四
]﹁
物
価
連
動
債
の
市
場
価
格
よ
り
得
ら
れ
る
情

報
：
米
国
財
務
省
物
価
連
動
債
の
評
価
﹂
、﹃
金
融
研
究
﹄
第
二
三
巻

第
一
号
、
日
本
銀
行
金
融
研
究
所
、
六
三
︱
九
三
頁
。

北
村
行
伸

[二
〇
〇
六
]﹃
国
債
流
通
市
場
に
お
け
る
情
報
に
基
づ
く
物

価
連
動
債
の
評
価
﹄
日
本
相
互
証
券
。
︵
http://w
w
w
.bb.jbts.
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co.jp/data/ronbun_bei.pdf︶

竹
田
陽
介
・
小
巻
泰
之
・
矢
嶋
康
次

[二
〇
〇
五
]﹃
期
待
形
成
の
異
質

性
と
マ
ク
ロ
経
済
政
策
：
経
済
主
体
は
ど
こ
ま
で
合
理
的
か
﹄
東
洋

経
済
新
報
社
。

西
岡
慎
一
・
馬
場
直
彦

[二
〇
〇
四
]﹁
わ
が
国
物
価
連
動
国
債
の
商
品

性
と
役
割
に
つ
い
て
～
米
英
に
お
け
る
経
験
を
踏
ま
え
て
～
﹂、﹃
日

銀
レ
ビ
ュ
ー
﹄
2004

−

J

−

1。

Sack,
B
.
[2003]
"A
M
onetary
P
olicy
R
ule
B
ased
on
N
om
inal

and
Inflation-Indexed
T
reasury
Y
ields,
"
F
inancial
and

E
conom
ics
D
iscussion
Series
W
orking
P
aper
N
o.
2003-7,

B
oard
of
G
overnors
of
the
F
ederalR
eserve
System
.

＊
本
稿
の
作
成
に
関
し
、
日
本
の
名
目
長
期
金
利
、
実
質
長
期
金
利
、

Ｂ
Ｅ
Ｉ
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
日
本
相
互
証
券
株
式
会
社
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

︵
す
ど
う

と
き
ひ
と
・
当
研
究
所
主
任
研
究
員
︶
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